
『モルゲン、明日』 坂田雅子監督作品 
上映会とミニ講座 

  

 

 

ミニ講座２ 

石川 旺 上智大学名誉教授  専門はメディア論 

 

 

－答えを求めてドイツに向かった坂田監督は、さまざまな立場の人たちと会い、対話を

重ねました。この映画には、その記録と報告だけでなく、過去に学び未来を拓きつつあ

るドイツ市民のエネルギー革命に至る歴史や背景にまで踏み込んだ、深い考察が盛り込

まれています。そこには、日本でエネルギー革命を実現するための大きなヒントがある

ように思います。「ドイツ、すごいなあ」「うらやましい」とため息をついている時期は

もう過ぎました。次は、日本の私たち自身が何ができるか考え、行動を始める番です。 

 今回は、上映後に大磯エネシフト理事によるミニ講座を設けます。テーマは「教育」

と「市民運動とメディア」。私たちに身近な二つの視点から、日本での脱原発・再生可

能エネルギーへの動きについて考えたいと思います。          （山村） 

 

 

 

 

ミニ講座１ 

山村ゆみ子 ドイツ文学翻訳家 

 

２０１９年２月１０日（日）会場：大磯町立図書館大会議室 

午前の部 10時～12時   午後の部  2時～4時 

料金：500円 エネシフト会員は無料 各回定員 60名 予約をお願いします 

託児：午前のみ有り（3日前までに要予約） 連絡先：080-3217-0817（岡部 Cメール可）  

福島第一原発の事故から３ヶ月後の２０１１年６月、ドイツ政府は２０２

２年までにすべての原発を廃炉にする決定を下しました。一方、当事国の日

本では事故収束の糸口も見えないまま再稼働が始まり、原発輸出の話さえ出

ています。 

 脱原発が日本ではなぜ広がらないのか？ ドイツではなぜ広がったの

か？ 両国の違いは、いったいどこからくるのだろう？ 

 




